
 

北条幼稚園及び北条保育所の在り方について 

 

１．前回戦略会議における審議等の到達点  

《北条地域における公立施設の目指すべき方向性》 

① 北条幼稚園と北条保育所とを統合し、幼保連携型認定こども園とする  

② 移行時期は令和４年４月当初を目指す 

③ 移行に伴い、公立認定こども園における１号認定こどもの利用年齢を 

３歳以上に拡大する。 

 
  ➡上記を基本的な方向性とし、関係団体との合意形成後に政策決定を行う 

 

２．関連団体等との同意形成 
 （１）大東市子ども・子育て会議における審議（令和元年１０月３０日） 

    事業計画策定の議論の中で、公立施設の統合に関する意見交換を行い、同意を頂いた。 

団体・機関名 意見等 

大東市私立幼稚園連合会 

・公立施設の統合については特に異論はなく、了承した

い。今後も子ども・子育て会議の場を利用して、意見等

はお伝えさせていただく。 

大東市民間保育園連絡協議会 

・北条地域の人口減少については理解している。認定こ

ども園化については反対しないが、民間の手本となるよ

うな施設にしてほしい。 

 

 （２）地域との意見交換（令和元年１１月２２日） 

    施設周辺地域の代表として高藤区長等に方向性の説明を行い、同意を頂いた。 
団体・機関名 意見等 

北条地域（高藤区長等） ・統合については特に反対意見はない。 

 

 

３．北条幼稚園と北条保育所の在り方について
  ・施設統合については関係団体の合意が得られたものとみなし、上記①～③を今後の方向性

として政策方針決定する。 

  ・統合に向けた具体化にあたり、戦略企画部、福祉・子ども部、学校教育部各職員により構成

される幼保一体化ワーキングチームを立ち上げ、検討を進める。 
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